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【技術の概要】 

本技術は、既存鉄筋コンクリート(RC)造および既存鉄骨

鉄筋コンクリート(SRC)造骨組の外側に新設 RC 造骨組

を直接接合する外付け耐震補強構法である。本構法では、

既存骨組と補強骨組は、サンコーテクノ(株)製のディス

クアンカーを用いて接合することにしている。 

本構法設計施工指針は、1)既存コンクリートの圧縮強度

は、普通コンクリート 13.5N/mm2以上、軽量コンクリー

ト 15N/mm2以上とする、2)引張力を負担させず、せん断

耐力のみを期待するディスクアンカーの埋込み深さは

7da 以上とする、3)せん断力をディスクアンカーで伝達

させる設計をした場合は、既存躯体表面の目粗しを省略

できる、の 3点を除き、日本建築防災協会「既存鉄筋コ

ンクリート造建築物の外側耐震改修マニュアル」に従う

ことを基本としている。daはアンカーボルトの呼び名の

値を示す。本構法は、2010 年 3 月 2 日に GBRC 性能証

明 第 09-35号として性能証明を取得している。今回の改

定では、補強骨組の靭性指標 F値の範囲拡大および補強

骨組に間柱の設置を可能とすると共に、ディスクアンカ

ーの配置に関する構造規定の変更を行っている。また、

直付け工法に加え増設工法についても適用可能としてい

る。 

【技術開発の趣旨】 

従来、外付け耐震補強工法による既存骨組と新設骨組

との接合に多数本のあと施工アンカーを使用する場合、

騒音、振動等の発生によって、耐震補強工事に支障を来

たすことがある。本構法は、この点を解消することを意

図して開発されたものである。 

【性能証明の内容】 

申込者提案構法による既存骨組と補強骨組からなる外

付け耐震補強架構は、MaSTER FRAME 構法 設計施工指針で

定めた終局耐力および変形性能(耐震診断において用いる

靭性指標 F値)を有すると判断される。
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図-1 MaSTER FRAME 構法補強イメージ 
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図-2 ディスクアンカー概要 
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(a) PCa 工法 (b) 現場打設 

図-3 直付け工法接合部詳細 
 

 
(c)接続スラブ部          (d)直交梁部 

図-4 増設工法接合部詳細 


